










目的　前年にひきつづき、小児血液疾患のうち、血友病並びに類縁疾患、先天

性血小板機能異常症を選び、これらの疾患の実態調査を行ない、血友病の診断

基準と治療指針の設定、血友病性関節症の治療指針の作成、先天性血小板機能

異常症の診断基準の設定を併せて計り、又血友病保因者の診断法の標準化を計

り、血友病を中心とする小児出血性疾患の発見、治療、予防対策の普及を計る

にある。


